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端  ドゥル族の季節観と農作業暦

ド ゥル 族 の 季 節 観 と 農 作 業 暦

端  信 行*

The Native Concept of Seasonal Cycle (months) 
  and Agricultural Calendar of the Dourou 

        Society in North Cameroon 

              Nobuyuki HATA

   This is a partial report of a ethnological survey of the Dourou 
society living in North Cameroon. This survey was undertaken 
from November 1969 to February 1970, and in December 1971. 

   I have already  reported the spatial structure of the agri-
cultural complex, under the title of "The Swidden Crops and 
the Planting Pattern of Dourou Agriculture in Nord Cameroun" 
in the Volume VIII of Kyoto University African Studies. The 
Dourou are swidden farmers in the Savanna woodland, planting 
sorghum, maize, pearl millet, rice, groundnut, cowpea, Bam-
barra-nut, sesame, okra in the bush field, and several kinds of 

yam and macabo in the yam field. 
   In this report I describe the Dourou agricultural calendar in 

terms of their concept of seasonal cycle (months), focusing on an 
aspect of the calendrial cycle in their agricultural complex. 

   In Dourou society, the native concept of seasonal cycle 

(months) is as  follows:
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      * Rainy season from Dug-dug to Naa , dry season from 

        Ziedon to Zum-na'a, at  Mbe District. 

   It seems that this concept of seasonal cycle (months) has 
mainly functioned as a farming calendar among the Dourou.

1.は じ め に

2. ドゥル族の居住地域とその農業形態

3. ドゥル族の季節観あるいはその暦

4.ブ ッシュ焼畑における農作業暦

5.ヤ ム焼畑における農作業暦

6'.お わ り に

 1.は じ め に

 この小論は,カ メルー ン北部の アダマ ワ(Adamaoua)地 方 に居住す る ドゥル(Dou-

rou)族 に 関する,実 態調査 の結果 の一部を報 告す るも のである。 この調査は,東 京外

国語大学 アジア ・アフ リカ言語文化研究所 による,ア フ リカ大サバ ンナ学術調査 隊 と

して行われ た もので1),報 告 者の ドゥル族 に関す る調査は,1969年11.月 よ り1970年2

月 にかけて の約3カ 月間 と1971年12月の 約1カ 月間の,計4カ 月 にわた って行 われ た。

 調 査 の対象 とな った ドゥル族は,ス ーダ ン型 のサバ ンナ に近い 自然 的環境 の もとで

焼畑を経営 す る焼畑農耕民 である。 報告者 は,す で にその 焼畑農業 の 特質 に 関 して

は, 「ドゥル族の焼畑作物 とその作付様式」 (以下第一 論文 と呼 ぶ)と 題す る報告を

行 った[端,1971]。 この第一論文 では,報 告者は ドゥル農民の経営す る焼畑 の種類

そこで栽培 されている作物類 とその構成,輪 作 システム,作 付 の空間的配置を明 らか

に した。それは,い わば,ド ゥル農耕文化 の空間的構成 を取 り扱 った ものであ る。

1)こ の調査隊は,昭 和44年 度 ならびに昭和46年 度の文部省科学研究費補助金(海 外学術調査)の

 交付をうけている。隊長は,東 京外国語大学アジア ・アフリカ言語文化研究所の富川盛道教授

 で あった。
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 しかし,ひ とつの農耕文化の記述としては,そ れだけでは十分ではない。

 いま,ひ とつの農耕文化というものを構造をもった複合体的概念で把握するとすれ

ば,第 一論文で明らかにしえたのは,そ の横軸,つ まり平面的構造であると言える。

それは,ド ゥル農民が地表に働きかけた行動体系の空間的構成であると言いかえても

よい。

 では ドゥル農耕文化の縦軸,す なわち,そ の時系列の体系はどのような構造をも一っ

ているのであろうか。それを明らかにするのが本稿の主題である。

 ところで,従 来から行われている農耕文化の分析にあっては,そ の時系列 の体 系

は,い わゆる農作業ないし農業労働の年間構成によって示されると考えられる。本稿

においても,報 告者は ドゥル農民の農業労働の年間構成を記述することによって,そ

の農耕文化の時間的側面を明らかにしたいと考えている。

 しかしなが ら,農 業労働の年間構成を記述するにあたって,問 題となるのは,そ の

場合の一年間という時間的概念がどのように構成されているかということである。

 しば しば見うけられる農業労働の年間構成,い わゆる農業暦の民族誌的記述におい

ては,必 ず しもその民族の時間的概念に留意されているとは言えないようである。そ

れ らの多 くは,西 欧暦(グ レゴリー暦)と しての一年間と対応させる記述が試みられ

ている。

 しか しながら,ひ とつの農耕文化を構成する農業暦は,そ れぞれの民族に固有の時

間概念(こ こでは一年間の構成)を 背景にしていると考え られる。ここでいう西欧暦

はいわばこちら側の概念であるか ら,あ る民族の農業暦にとって,そ れが十分な分析

的機能をもつとは言いがたいと思われる。その民族の農業暦がその民族に固有の時間

的概念を背景にしているとすれば,そ の農業暦と西欧暦との対応において,必 ず時系

列のうえでズレが起 こらざるをえないと考えられるのである。したがって,一 般にあ

る民族の農業暦を記述 し,分 析するにあたっては,そ の民族における一年間の時間的

概念が把握されていることが望ましく,そ の時間的概念を西欧暦 と対応させれば,農

業暦の民族誌的記述は,よ り一層その民族文化の文脈で語ることができるのではない

かと考えられる。

 しかしながら,ど の民族 も西欧暦に匹敵するような暦をもっているとは,と ても望

みえない。そこにこの問題の困難さがあると言えるのだが,報 告者は,ド ゥル族調査

か ら,暦 とは言えないまでも,彼 らの季節観とでも言いうる一年間を構成する時間的

概念の一部を採集することができた。そこで本稿では,ド ゥル農耕文化の農業暦を記

述するにあたって,従 来からとられている西欧暦との対比を一歩すすめて,ド ゥル農

民の季節観を背景 とした分析を試みたいと思うのである。
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2. ド ゥ ル 族 の 居 住 地 域 と そ の 農 業 形 態

 ドゥル族は,中 部アフ リカのカメルーン国の ほぼ中央 を東西 に走 るアダマ ワ山地の

北縁 に居住する部族 である。 ドゥル族は種 族的 にはニグ リティ ック種族 に属す るが,

その 言語 は,グ リンバーグ(J・H・Greenberg)の 分 類 によれば,大 き くは ニ ジェー

ル ・コンゴNiger-Congo系 に分類 され,そ のサブタイプ としての東部 アダマ ワとい

うグループに属 している[GREENBERG,1963]。 そ の人 口は,約1万5千 人 か ら2万 人

程度 と推定 されてい る[LAMBEZAT,1962]。

図1 カメルーン中部の概念図

 この ドゥル族は,行 政的 には,ア ダマワ県 ムベ(Mb6)地 区を中心に,そ の北部 に

つ なが るベ ヌェ(B6noue)県 の ポ リ(Poli)郡 や チ ョリレ(Tchollir6)郡 あ るいは南 の

ンガウ ンデ レ(Ngaound6r6)郡 な どにも分散居住 している。 しか し,ム ベ地 区の 中

心町であ るMb6に は,地 区役所がおかれてい るの とともに,ド ゥル族 の伝統 的首長
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も居住 してお り,こ のMb6は ドゥル族 の首 邑で あるといえ る。また,こ のムベ地 区

の住民はほ とん どが ドゥル農民か ら構成 されて いる。報告者が住み込み調査 を行 った

のは,こ のムベ地区の首 邑Mb6よ り東方13kmに 位 置す るンゲセ ック ・ガイ(Ngesek

Gay)と い う,戸 数38戸 の,ま ず ムベ地区では平均的な規模 の村落であ った。

 カ メルーン国を北部 と南部 とに両 断 してい るアダマ ワ山地 は,平 均高度1,000mを

越 す山塊群 か らな ってお り,そ の基盤岩 は 主 に花商岩 と片麻岩か ら構成 されてい る

[BILLARD,1963]。 ムベ地 区は この アダマワ 山地 と北部 の べヌエ川流域低地 の間の漸

移帯 にあ り,海 抜高度 は南 に高 く,北 に低 くなってい る。ちなみ にMbeの 海 抜高度

が ち ょうど700mで あ り,ム ベ地区の平均高度 は,500～700m程 度 と考 え られ る。ム

ベ地 区の地 貌起 伏は さほど大 きい ものではな く,全 体 にゆるやかな準平原 がつづいて

い る。

 ムベ地区の気候については,デ ータが皆無に

等 しいので,詳 しいことはわからないというの

が実情である。ただMb6に おける年間降雨量

のデータが1969年 についてのみ得 られた。表1

がそれである。これによるとこの年の雨量は,

予想以上に多いのである。これのみではとても

平均的な特徴の判断は出来ないのだが,年 間降

雨量が1,500mmを 越す年があるということは,

この地域の植生を考えるうえで考慮に入れてお

いてもよいと思 われる。 なお,気 温 について

は,デ ータは皆無であったが,調 査期間中にお

いて報告者が毎日の最高ならびに最低気温を測

表1 Mb6に お け る降 雨 量(1969年,

     Post Agricole, Mb6)

1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

   Omm

   O

91.6

69.6

161.7

316.3

355。7

359.6

327.0

91.2

22.0

   0

年間 1794.7

定 した。 この点 については,ド ゥル族 の季節観 と関連 して次 の章でふれ ることに した

い(表2)。

 ま たこの地域の降雨は,比 較的安定 してい るようで,ほ ぼ4月 か ら9月 までの半年

間が雨期,10月 か ら3月 までが乾期にあたると考 えて間違いない。表1で もわか るよ

うに12月 か ら2月 まではま った く降雨 をみず,ま た,年 間降雨 の過半 は6月 か ら9月

までの4カ 月に集 中 してい るのであ る。

 ムベ地区の卓 越的な植生 は,い わ ゆるopen woodland savannaで あ る といえる。

しか し,集 落の周辺 など開墾 の進んだ部分では草地(tropical grassland)な い し灌木

林(bush forest)が 拡 が ってい る。また,小 さな谷を な してい る小流 に沿 って密 な河
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表2 調査村における最低,最 高,平 均気温

   (1969年11月30日 よ り1970年2月14日)

}1969年1・ 月11969年12月1197・ 年1月}197・ 年2月

最低 最高 平均 最低 最高 平均 最低 最高 平均 最低 最高 平均
1日 13.0 37.2 25.1 13.1 35.2 24.1 12.0 33.2 22.6

2 14.0 36.2 25.1 12.7 34.7 23.7 14.0 33.7 23.8

3 13.3 36.0 24.6 11.8 34.7 23.2 14.4 35.3 24.8

4 11.9 35.6 23.7 12.3 34.6 23.4 15.0 33.0 24.0

5 12.2 35.5 23.8 12.0 34.0 23.0 13.0 32.7 22.8

6 12.3 35.2 23.7 11.9 34.5 23.2 13.5 33.5 23.5

7 一 一 一 11.8 33.8 22'.8 14.8 35.1 24.9

8 一 一 一 11.6 34.4 23.0 15.2 36.5 25.8

9 12.9 36.5 24.7 11.4 32.7 22.0 15.2 36.7 25.9

10 14.2 34.3 24.2 『 一 一 13.1 36.2 24.6

11 14.5 34.6 24.5 12.4 31.2 21.8 13.3 36.7 25.0

12 13.5 35.2 24.3 14.2 30.8 22.5 14.4 37.2 25.8

13 13.8 34.9 24.3 13.3 32.5 22.9 14.5 37.2 25.8

14 12.8 34.7 23.7 13.7 32.0 22.8 13.3 38.1 25.7

15 14.1 33.7 23.9 13.5 32.5 23.0

16 12.4 33.7 23.0 13.6 32.5 23.0

17 11.8 33.0 22.4 13.2 32.9 23.0

18 11.4 32.7 22.0 14.7 33.3 24.0

19 11.2 33.6 22.4 13.3 32.3 22.8

20 11.8 33.3 22.5 12.0 32.4 22.2

21 12.0 33.0 22.5 13.0 32.0 22.5

22 11.5 33.3 22.4 12.5 33.3 22.9

23 10.8 32.0 21.4 13.9 33.5 23.7

24 10.4 32.2 21.3 14.止0 33.3 23.6

25 11.2 31.8 21.5 13.3 32.1 22.7

26 10.9 32.2 21.5 14.0 33.3 23・.6

27 10.9 32.2 21.5 12.8 31.8 22.3

28 12.3 33.8 23.0 12.8 33.0 22.9

29 12.3 34.7 23.5 13.0 32.8 22.9

30 13.0 36.3 24.6 13.3 34.1 23.7 12.9 32.5 22.7

31 12.1 35.0 23.5 13.5 32.7 23.1

辺 林が発達 して お り,・これ らの植生 におおわれた土地 が,ド ゥル農民 にとって焼畑 の

対 象 となるのである。ムベ地区か ら北部へむか うほどサバ ンナ叢林が減退す る傾 向に

あ り,ム ベ地 区の植生 は,乾 燥サバ ンナ と湿 潤サバ ンナとの 中間のタイプ と言 いうる

のである[LETOUZEy,1963]。

 ドゥル農民 は,こ のサバ ンナ叢林を伐 りひ らいて,焼 畑を経営 してい るのである。

 す でに報告 したように,ド ゥル農民は,一 般 に,次 のような3種 類の農地を経営 し
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図2 Mb6地 区中心部

ていた[端,1971]。

  ブ ツシ ュ焼畑

  ヤ ム煉畑'

  タバ コ畑

 この3種 類 の農地は,現 在の ドゥル農民 にとって それぞれ重 要な意味を もつ もので

あ って,ド ゥル農業は この3種 類の農地経営を その骨絡 としてい るといえる。

 第1の ブ ッシュ焼畑 とは,叢 林(ブ ッシュ)を 伐 りひ らいて造成 し,ド ゥル農民が

主食作 物 としてい るモ ロコシを中心に,他 の雑穀や マメ類,ウ リ類 などを作付 してい

るものである。 この農地で栽培 されている作物 は,モ ロコジSorghum vulgareを は じ

め,ト ウモロ コシZea ma/s,ト ウ ジ ンビェPennisetum t2Phoideum,イ ネOrフza glaber・

rimaな どの雑穀類,ラ ッカセイArachis h2Pogaea,サ サ ゲVigna sinensis,ボ ア シズー

マメVoandzeia subterraneaの マ メ類 のほか,ウ リ類4種 ,ゴ マSesamm indicus,オ ク

ラHibiscus esculentus,サ ツマイモIPemoea batatαsな ど,主 要な もののみで も14種 を

かぞえた。 これ らの作物がすでに報告 したように,一 定 の様式 の もとにブ ッシ ュ焼畑

に作付 され るのであ る位 このブ ッシュ焼畑で展開 される農業 は,ド ゥル農耕文 化 の中

では 自給 的,伝 統的色彩の強いタイプ と考え られ,い わゆる西 アフ リカのサバ ンナ地
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帯 で広 く見 られ るス ーダ ン型農業の範 躊にはい るものであ る。

 このブ ッシュ焼畑は,通 例,4年 な い し5年 の連続 した作付が行われる。その後,こ

の農地は放棄されるので あるが,再 耕作 され るまでの休 閑期間 は,短 くて も6,7年,

長 くて20年 位 であると考 え られ る。

 第2の ヤム焼畑で あるが,こ の農地 ではヤム(あ るい はヤム イモDioscorea spp・)

が お もな作付作物 とな ってい る。ヤム焼 畑は,ブ ッシュ焼畑 とは異な り,集 落 の近 く

で造成 されるのが普通で ある。それは,村 び との表現 によると,収 穫物であるヤムイ

モの保存,運 搬 の便 とい うことがお もな原因 と考え られてい る。 このヤム焼 畑の造成

には,も はや叢林の伐採 は行われず,草 地の耕 転 とい う作業形態が と られてい る。

 この焼畑でのヤムの栽培は1年 しか行われず,2年 目にはマニオ クManihot utilis-

simaが 植 え付 け られ,ま れ に トウモ ロコシや ラッカセイな どが混植 され ることがあ

る。つ ま り,こ の焼畑ではヤムが初年 目作物であ り,2年 目以降 にヤムが栽培 され る

ことはないので,し たが って,こ のヤム焼畑の経営 は,毎 年新 しい農地造成を伴 うの

である。 さ らに,こ の焼 畑において は,ヤ ムは高 く土盛 りされ た ウネに植えつけ られ

るので,ヤ ム焼畑の造成 には,ウ ネ造成 の作業が欠かせないのである。 この作業 は,

ブ ッシ ュ焼畑 の造成 にお ける叢林の伐採 に匹敵す る大 きな労働 とな ってい る。

 な お,こ の焼畑は,2年 目にマニオ クなどが栽培 され,そ の収穫 がすむ と放棄 され

る。ヤム焼畑 の休閑期間 については,そ れ を判断す るデータを入 手 しえなか ったが,

す で に述べ たように,ヤ ム焼畑は集落の周辺 に造成 されてお り,休 閑形態 もいわ ゆる

草地休閑(grass fallow)で あ ることか ら考 えると,そ の期間は極 めて短 く,数 年以 内

のものであろ うと考え られ る。

 さて,第3の タバ コ畑であ るが,こ れ は焼畑 と呼ぶ ことは出来 ない。 ドゥル農民は,

図2に み られ るように,調 査村 ンゲセ ック ・ガイよ りほぼ南方15kmの 地 点 にタバ コ

畑を経営 している。 この地点 は,ベ ヌエ川の一支流 であるバ ンナ(Vanna)川 が 地形

性氾濫原を形成 して いる ところであ り,そ の広 い氾濫原を利用 して,ド ゥル農民 は乾

期 の間だ けタバ コ畑を経営 してい るのであ る。それ は乾期 のみ作付 されるひ とつ の常

畑 であるといえる。 このタバ コ畑の経営 とその問題点 については,す でに報告を試 み

て いるので,こ こでは これ以上ふれ ない ことにしたい[端,1972]。

 このように ドゥル族 は,サ バ ンナ叢林 におおわれた環境 の中で,そ の生 活の基礎 を

広 く焼畑経営 に依存 してい る点で,典 型的なア フ リカ焼 畑農民 の一例を示 して い ると

いえよう。

脳
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3. ドゥ ル 族 の 季 節 観 あ る い は そ の 暦

 ドゥル族は,一 年を12カ 月に区分する暦をもっていた。それは,以 下に述べるよう

な内容からすれば,暦 と呼ぶことは正 しくないかも知れない。しかし,こ こではそれ

を正 しく表現する言葉が見つからないので,と りあえず暦 と呼んでおくこ とに し た

い。

 ドゥル族 は,月 をsiinと 呼 んで いるが,そ れは同時 にひと月 とい うことをも意 味 し

ている。そ して ドゥル農民 は,一 年は12のsiinか らな ると考 えて いるのであ る。

 しか しなが ら,こ のsii nに は 日付 の 概念 が付与 されて はいないのであ る。 すなわ

ち,ど の月の何 日という表現 も概念 もないのである。ただ何 々の月 とい う考え方が共

通 に認識 されているので ある。

 したが って,一 年 を構成 して いる12のsii nの 期 間(あ るいは日数)が 定 まっていな

い ので ある。12のsiinの 期 間がそれぞれほぼ等 しい とか,あ るいはどの月が きわ めて

短い のだ とかい うよ うな,各 月 の長 さに関す る概念は認め られなかった。

 む しろ,報 告者 が調査 の過程 で得 た断片的 な観察か らすれば,ド ゥル農民はsiinの

期 間 というものを,そ の年 その年 の実情 にあわせて判断 して いる と考え られた。

 こ の ドゥル農民のsiinの 期 間の長 さに対 す る判 断を理解 する助 けと して,わ た した

ちの身近な例を もち出す ことを許 され れば,そ れ はわた したちの梅雨(つ ゆ)な どと

い った概念 のそれ に近い と考え られる。わた した ちの社会 において,梅 雨 は季節観 を

構成 する概念の ひとつで,た しかに暦 の うえで梅雨入 りとか梅雨明 けとかは定 め られ

てはい るものの,季 節観 と しての梅雨の期間について は,そ の年 その年で,こ としは

梅雨が長か った とか,梅 雨明 けが早い とか表現 してい るのであ る。 ドゥル農民 の5伽

の概念は,そ うした ものにきわめてよ く似た概念 であると考 え られ る。

 ドゥル族 において は,こ のように期間の定ま らない月の概念が12あ って,そ れが一

年間 というものを構成 して いるのであ る。そ こでは,相 互 の連続 の関係 は,は っきり

と固定 してい る。そ して ドゥル農民は,こ の月が終 れば,そ れ はすで に次の月のは じ

ま りであることか ら,今 は何 の月だ とか,も う次の月 に入 っている とかの判断 もきわ

めて 明確 に行 ってい るのである。

 このようにみれ ば,こ の ドゥル族 における一年を構 成する12の 月 の概念 は,と て も

暦 と呼ぶにふさわ しい ものではない ことがわ かる。それはやは り季節観 とで も呼ぶ ほ

かない ものかも知れない。 しか し,ド ゥル農民 の 日々の生活にふれてみると,は た し

て彼 らの生活 のサ イクル にとって,月 の概念 の中に日付が必要なのかど うか,各 月が
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正 確 に何 日か らな るとい うことが必要なのかどうか,き わめて疑 問に思 えて くること

も否定 できない。 これは,日 付や定 まった期間を伴 って はいないけれ ども,や は りド

ゥル農民 の暦 なのだ と考え ざるを得 ない点 もな くはないので ある。

 こ こで,ド ゥル族の一年を構成 して いる12の 月 の概念 にふれる ことに したい。ただ

し,こ こで ふれ る西欧暦の何月 ごろであるか は,上 に述べた理由で きわめて便宜的な

ものであることは言 うまで もない。

 1)ug-dugド ゥル農民 の語 るところでは,0年 は このDug-dugの 月 か らは じまる

とい う。 これは西欧暦の4月 中旬か ら5月 初旬 にか けての時期にあたる。 この語は,

草 の葉,木 の葉 とい った内容を意味 し,少 し説明的に言 えば,草 の葉や木 の葉が一斉

に萌 えでて くる様子を示 している。一般 的に,こ の ドゥル農民の居住 地域では,4月

頃か ら雨期 に入 る と考 え られ るので,こ のDug-dugの 月 は,ま さしく雨 期のは じま

りの月,そ して後述するよ うに,ブ ッシュ焼畑におけ る植え付 け,播 種作業 の開始 さ

れ る月 にあた っているので ある。

 落 葉樹の多い この地域 のサバ ンナで は,乾 期の間 にほとん どの木 の葉 が落 ち,草 が

枯 れて しま うが,何 回かの降雨 ののち,0斉 にすべての葉が萌芽 する様子 を,ド ゥル

農 民はDug-dugと 表 現 してい るのである。

 ひωαπ この語は,土 の中に棲む虫の名前で ある とい う。 報告者 はつい にこの虫を

確 認す ることができなか ったが,ド ゥル農民の語 る ところによれば,こ の虫の名前が

月 の名 として呼ばれているのは,こ の時期 には土の中 に棲んでいるこの虫が地面の上

を はいまわ るか らである と説 明 してい る。 この月は,西 欧暦のほぼ5月 中旬か ら6月

初 旬にかけての時期 にあた る。

 W aabab ドゥル農民は,そ の焼畑(ブ ッシュ焼畑)を 集落か らかな り離れたサバ ン

ナ の中に造成 することが多い。いろいろな場合が あるので一概には言えないが,集 落

か ら歩いて2時 間 ぐらいのところに焼畑をつ くるのは普通 の ことであ る。そのため,

ドゥル農民は 自分の経営 する焼畑 には,必 ず出作 り小屋 をつ くり,農 繁期 にはそ こに

泊 ま りこんで しま うので ある。 この 出作 り小 屋の ことをW aababと 呼 んでい る。

 この月は,西 欧暦 のほぼ6月 中旬か ら7月 初 旬にかけて の時期 にあた り,こ の月が

出作 り小屋の名で呼ばれるのは,ま さし くこの時期に出作 り小屋を造 った り,手 入 れ

・を した りす るか らである と,ド ゥル農民 は説明 してい る。

 ドゥル農民の焼畑 における出作 り小屋 は,そ の建物の構造 か らみて集落での住居 と

ほ とん ど変わ るところがない。 円型 の家屋の周囲の壁は赤土 を盛 りあげてつ くり,そ

の上 に草でふいた円錐形の屋根 をかぶせ るものであ る。柱は中央 の支柱が1本 のみで
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あ る。 こうした構造で あるか ら,雨 期に入 った この時期 には,出 作 り小屋 を造 る とい

って も,壁 土 の盛 り上げな どは乾期の仕事 であるか ら,実 際には屋根を中心とする手

入れ作業が行 われ る とい うことであ る。

 Bangowaこ の語 の 意味は,雨 が た くさん降 るとい うことである。 この月は,西 欧

暦の ほぼ7月 中旬 か ら8月 初旬 にかけての時期にあた り,ド ゥル農民は この時 期には

毎 日必ず降雨 があるのだ と語 ってい る。 この ことは表1の データと も対応 してい るこ

とがわか る。

 Nag-bunni ドゥル語では,主 食 作物 である モ ロコシを 製粉するス リウスの ことを

nagと 呼 んでい る。 このNag-bunniのbunniと は 白いの 否 定形 で,白 くない という

意味で ある。 したが ってNag-bunniと い えば,ス リウスが 白 くない ということを意味

して いる。 これは どの ような事情 を背景 に して いることなのであろ うか。

 ドゥル農民が説 明す るところでは,ス リウスが 白 くない とい うことは,ふ た つの事

柄を意味 している とい う。 それは,食 用 として穀物倉 に貯蔵 されていたモ ロコシが も

はや古 くなって きて お り,そ うしたモ ロコシではス リウスが白 くな らない とい うこと

と,ま た食用のモ ロコシがな くな って きてス リウスが使 われな くなって きてい るとい

うことである。この ドゥル農民の説明をそのまま解釈 す ると,こ の時期は まさ しく主

食作物 としてのモ ロコシの端境期 にあたってい るとい うことになる。この ことは,ド

ゥル農民の食生活のサイ クルを考 えるうえで,き わあて重要な問題 となる と考 え られ

る。

 こ の月は,西 欧暦のほぼ8月 中旬か ら9月 初旬 にか けての時期 にあた ってい る。

 Naaこ れ は,ド ゥル語では,除 草す るとい う意 味を示 す。そ して文字 どお り,こ の

月には,ブ ッシュ焼畑 において,か な りな労働量を ともなう除草作業が行われ る。 こ

の月は,西 欧暦 のほぼ9月 中旬か ら10月 初旬にかけて の時 期にあたってい る。

 ドゥル農民 が焼畑で行 う除草作業 には,そ の時に使用 する農具 によって,ふ たつρ

タイプが認め られ る。 ドゥル族の農具 については別に報告 を行 ったが[端,1973],

ドゥル族 にきわめて特色 的な農具 と思われ る 纏gを 使用 するタイプ の作業 と,ド ゥ

ル族がkabokと 呼 んでい る手鍬を使用す るタイプのそれ とで ある。

 前 者 の作業は,原 則 として,雨 期 の最 中に行われ る伐採 ・開墾に ともな うもので,

tongを 用 いて サバ ンナ 叢林の下 草 を 根 か ら掘 りお こす,い わゆ る根 こぎの除草が 行

われる。この場合 は,通 常,ゴ マの播種 を行 うことが,そ の前提 とな っている。

 い まひ とつのタイプ の除草は,手 鍬を用いて焼畑 の雑草を掻 きとる作業である。

 このいずれの作業 も,除 草 する とい う意 味 で,ド ゥル 農民はnaaと 呼 んで いるの
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で ある。

 熱帯地域における焼畑農業にあっては,こ の焼畑における除草作業は,か な りな労

働量を必要とするものであり,そ れは ドゥル農民にあっても例外ではない。この時期

における除草を行うにあたっては,ド ゥル農民はほとんどが出作 り小屋に寝起きし,

村 には人が少 くなるのだと語 っている。Naaと はそうした背景をもつ月なのである。

 Ziedon こ の語 の 意味 は,ド ゥル

農 民の生活 のサイクルを考 えるうえ

で,き わめて興味深 い内容を もって

い る。 この月は,西 欧暦 のほぼ10月

ali旬か ら11月 初 旬にかけて の時 期に

あ た っているが,す でに述べて きた

よ うに,こ の時期は雨 期の終 りにあ

た ってい る。

 ドゥル族の女たちは,雨 期の間 に

は,図3に 示 され たよ うに,屋 敷 内

の 自分の住居(女 の家 と呼 ばれてい

る)の 内部の イロ リで食事 の用意を

す る。 しか しこの イロ リのあ る女の

図3 屋敷地内の女の家の構造とイロリの位置

家の前室は狭いので,乾 期 になると,女 た ちは前庭 に出てイ ロ リを準備 し,そ こで食

事の用意をす るこ とを好 む。乾 期には,食 事 もしば しば この前庭 のイロ リのそばで と

られ,イ ロ リを囲んで人 と話 しこんだ りす ることが多 くみ られ る。

 と ころで,こ の時 期は雨 期の終 り頃ということで,も う雨が降 らないか と思 って女

フヒちが前庭でイロ リを準備す ると,2,3日 してやは り雨が降 って くる。 そんな時 に

は,イ ロ リの火を屋 内に移 さなければな らな くな る。 ドゥル農民は,こ うした イロ リ

の火を屋内 に入れ ることをziedonと 呼 んでい るのであ る。

 こ のziedonと い うことが,そ の月 の 名 として用 い られてい ることは,ド ゥル農民

の生活感覚を考察する うえで,実 に興味深 いことのように思われる。

 翫 ゆ 面 この語 は,ド ゥル語 では,新 しいモロコシが実 ることを意 味 してい る。

ドゥル農民 は,こ のZu mP uiの 月 とはモ ロコシが実 るので,そ ろそ ろその収穫 も始ま

るのだ と話 してい る。 この月 は,西 欧暦のほぼ11月 中旬か ら12月 初旬 にか けての時期

に あたってい る。

 Hom一 ωaa ドゥル語では, homと は 寒 い こと,寒 さの ことで,ωaaと は 小 さい と
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い う意味で ある。 したが って,こ の月 の名前であ るH・m- tvaaと は,寒 さが小 さい,

つ ま り小寒 とい う意味である。

 大 陸 の内陸では,0般 に気 温の 日較差,年 較差が ともに大 きい といわれ るが,こ の

ドゥル族居住地域で もそれは例外 ではな く,と りわ け乾期 における夜間 の冷え込 みは

きび し く,表2で もわか るように,乾 期の毎 日の最低気温 は15。Cを こえ ることはな

い ほどであ る。また この時期 の気温の 日較差は,20。C以 上 に も達す るのであ る。

 い ずれにせよ,ド ゥル農民 は,こ の西欧暦のほぼ12月 中旬か ら1月 初旬にかけて の

時期を,寒 さの季節 として とらえてい るのであ り,そ れ は夜間の冷え込み に基づいて

い るもの と考え られる。

 Ho陥 η磁 西 欧暦のほぼ1月 中旬か ら2月 初旬にかけての時 期にあたると考 え られ

るのが,こ のHam-na'aの 月 で,こ れ は大寒を意味す る。乾 期が深 まるにつれ,日 較

差 はます ます大 き くな ると考 え られ るが,表2か らみれば,Hom-waaの 月 との明確

なちがいを認めることは出来ない。 しか し,ド ゥル農民 は,小 寒の月の次には大寒 の

月が来 るのだと語 ってい る。

 Zun卜zv aa ドゥル語では, zumはhomの 反 対で,暑 さを意味 している。この月は

直訳すれば,小 暑の月 とい うことにな るが,そ の時期は西 欧暦で のほぼ2月 中旬か ら

3月 初旬にかけて と考 え られ,そ れ は表2の 気温測定 の結果 とか な り対応 してい るこ

とが考え られる。

 Zum-na'0 この月 は,西 欧暦の ほぼ3月 中旬か ら4月 初旬 にか けての時期 にあた っ

てい る。 この時 期を,ド ゥル農民 が 暑 さが 大 きい,す なわち大暑 の 月 として い るの

は,明 らか にこの地方の気候学的特徴に基づいて いる。 それは,よ く知 られて い るよ

うに,冬 季 にはサハ ラ砂漠か らの熱風 ハーマ ッタ ンが広 くサハ ラ南部の地方 をおそ う

ので あるが,ド ゥル族 の居住地域では,ま さし くこの時 期が その影響を うけるときな

ので あ る。

 報 告者 がMb驍ﾉ 居 住す る教会関係者に聞いた ところで は,3月 か ら4月 にか けて

の降雨 が断続的 にみ られは じめた ころに,気 温は急 に上昇 し,と くに暑 い 日が続 くと

の ことであ った。

 以 上が ドゥル族の一年 を構成 する12の 月で ある。

こう した ドゥル族 の12カ 月 の概念をみ ると,い くつ かの特色を読み とることがで き

るか と思 われる。

 ドゥル族の一年 を構成す る12カ 月の,そ れぞれの月の概念を 内容か ら整理 してみ る

と,
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  自然現象の概念       7例

  農業ないし生活のサイクル……5例

となっていることは明らかであろう。

 しかしながら,た とえばDug-dugの 月のように,直 訳的に解釈すれば自然現象の

概念だが,そ の背景にあるものを考えると,単 純にはそうと言えないものもある。

 した が って,こ れ らの12カ 月の概念 のなかにに,ド ウル農民 にとっての社 会的機能

として の農家暦の側面 とともに,ま たいっぽうでは ドゥル農民が一年 とい う生活 のサ

イ クルの中で,自 然 とい うものをどのようにと らえてい るか とい う ドゥル族 の側 か ら

の気候学的概念 とい うた側面 も認め られ るので ある。

 い ずれ にせよ,こ の ドゥル族 の12カ 月の概念は,基 本的には,ド ゥル農民 にとって

の生活の年間サイ クル と結 びつ いた,文 化複合の集 約 とみなすこ とが できると考 えら

れ る。そ して,そ の生活 の年間サ イクルの主要な構成 が農業労働 サイクルと して表出

してい ると考 え られ るのではないだ ろうか。

 報 告者 は,農 業労働 に関す る聞 きとり調査の中で,は じめは西 欧暦 の月 と対比 して

調査をすすめて いたが,ほ とん どの農作業の時間的説 明は,何 月か ら何月 にか けて と

い う風 に,ふ たつの月 にまたが った ものであった。 ところが,の ちに ドゥル族 の12カ

月を 知ることにな って,そ れを用いて再 び農業労働 の年間サ イクルの調査を行 った と

ころ,そ の作業は この月に行 うといった具合 に,月 にまたが るものが きわめて少 な く

な ったのであ った。 こうした結果,ド ゥル農民 は,農 業 労働を ドゥル族の12カ 月 の概

念 とを,は っき り結 びつけてい ることが明 らか にな ったのであ った。 これ は,と りも

なお さず,ド ゥル族の12カ 月の概念 がその生 活の年間 サイ クル と深 く結びついてい る

ことの証左 とも言 えるで あろう。

 な お,報 告者 は,こ の ドゥル族 の12カ 月のそれぞれ の月の期間 については,こ こで

はまったく便宜的に同じ長さを与えておいたが,そ れはすでに述べたように,そ の年

その年で実情にあわせて判断されているものと考え られる。

 ま た西欧暦の月 と ドゥル族 の12カ 月 とを対応 させ るにあた っては,1週 間か ら10日

間ほどのズレを与えているが,こ れは調査の中での聞きとりと,表2に おける気温の

測定結果から判断したものである。

4・ ブ ッシ ュ焼 畑 にお け る農 作 業 暦

 ブ ッ シュ焼畑 における作付の特色 については,す で に第一論文 において報告 した と

ころである[端,1971]。 そ れによれ ば,同 じブ ッシュ焼畑で栽培 され る作物のなか
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で も,雨 期 の伐採

の直後に栽 培 され

るゴマ,ブ ッシ ュ

焼 畑に混植 され る

トウモロ コシ,モ

ロコシを は じめ,

ラ ッカセイ,サ サ

ゲ,オ クラ,ウ リ

類 な ど,ブ ッシュ

焼 畑に連続す るプ

ロッ トにそれぞれ

単作 され るイネ,

サ ツマイモ,ボ ァ
図4 ブ ッシュ焼畑の作付模式図

ンズーマメ,ト ージンビエな どによ って,そ れぞれの農作業の形態 とそのサイ クルが

異 ってい る。

 まず,ゴ マの栽培 についてみ ると,こ れはその播種 時期か らみて,.あ たか もブ ッシ

ュ焼畑 の初年 目作物 のような位置 にあ り,そ の栽培には必ず新畑 の伐採を伴 うのであ

る。

 ドゥル農民 は,新 畑 の伐採を大 き く分 けて,年 に2度 行 う。 そ して その意味 と形態

はそれ ぞれ異 ってい る。 雨期の最 中の主 としてBangowaの 月 には,原 則 として,樹

木 の切 りたお しを伴わない伐採を行 う。それは下 草を根か ら掘 りおこす,根 こぎの方

法による除草作業が 中心 となる。樹木 の枝を払 うことはあ るが,そ の切 りたお しは行

わない。その時使用 され る農具 がtongで あ る[端,1973]。

 一 定 のプ ロッ トの下草 が除 かれ ると,ゴ マが播種 され る。 このゴマの播種方 法は散

播 による。 この ゴマの収穫はHom一 ωaaの 月 に行 われ るのが普通であ る。ゴマの栽培

はこう して雨期の最中の伐採 によって開かれたプ ロッ トで行われ るのであ り,そ れ以

外 の'場面で決 して行われない。

 ブ ッシュ焼畑 の本格的伐採 は,乾 期 に 入 ってか らのZu mP ui, Hom-waa, H・m-na'a

の 月 に行われ る。 この時期は,の ちに述 べるよ うな主食物であ るモ ロコシ な ど の 収

穫,そ して脱 穀の作業 と重な るので,伐 採はその間 をぬって断続的 に行われて い るの

であ る。そのため,こ の作業 は,連 続 的ではな く,か な りの 日時をかけて造成 され る

のであ る。
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 伐採の作業は,ド ゥル語でbokと 呼んでいる斧のみで行われる。斧はほぼ腰の高さ

で水平に入れて,木 を切 りたおす。直径が10cmぐ らいの木より太いものが対象とな

っているが直径30cmを 越す樹木になると,斧 を入れる位置も,通 常よりは20cmぐ

らい高 くなる。 このような場合 には,2人 で両側か ら交互 に斧 を入れるが,直 径

32cmの 樹を切りたおすのに,2人 で約6分 かかっていることが観察された。樹がた

おれた ら,す ぐに枝を払 う作業に入 り,こ の時は斧を頭上から垂直におろして,大 枝

から順に枝を払ってい くのである。

 樹木の切 りたおしの場合,そ のたおす方向は,そ の都度,判 断されているようであ

る。というのは,伐 採の完了した焼畑をみると,プ ロットの中にい くつかの切りたお

された樹木の山が作られているか らである。つまり,樹木の切りたおしには,あ る程度

の樹木の山が出来るように,い くつかの中心へむかって,樹 をたおしてい くわけであ

る。これは明らかに,の ちに行われる焼畑の火入れを考えた作業であると考え られる。

 なお,こ の時期にはゴマの収穫が行われるので,ゴ マが播種された焼畑の場合,樹

木の伐採がゴマの収穫ののちに行われるのは言 うまで もない。

 伐採された新畑に積みあげられた樹木は,乾 期 のあいだ放置され,Zum-na'0の 月

に火入れされる。火入れにあたって,特 定の儀礼が行われるとか,防 火線をつ くると

かの作業などは見 られなかった。 もっとも後者については,す でに述べたように,切

りたおされた樹木は,焼 畑のプロットの中で,い くつかの山をなして積みあげられて

いるので,急 な傾斜地でもないこの地方では,防 火線の必要は認め られなかった。

 焼畑の火入れは,入 念に何度 も行われる。0回 で燃えきらなかった樹木を寄せ集め

て,ふ たたび火入れを行い,ほ とんどすべてを燃 して しまうのであった。

 こうして焼畑 の造成 が行 われるが,す でにふれたように,焼 畑 の火入れを行 う

Z襯 一ηα'0の 月には,時 々降雨をみることがあり,雑 草がのびはじめることがある。

そのような時は,播 種の前に除草が行 われる。 この点は必ず しも明確 ではないのだ

が,農 民によっては,こ の播種前の除草を重視するものもいれば,さ ほど重視 しない

ものもいたのである。 したがって,本 稿では,こ れは必ずしもドゥル農民のすべてに

とって共通の概念ではないし,ま た降雨の状態といった自然の条件.によっても左右さ.

れることなので,規 則的な農作業の概念には含めないことにした。

 さて ドゥル農民にとって,Dug-dugは 播種の月である。 ブッシュ焼畑で栽培され

る作物のほとんどが,こ の月のうちに播種されるのである。

 まずブッシュ焼畑において,そ の作付面積の大部分を占めて混植される作物群の播

種について報告する。
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 す で に火入れを して準備 され たブッシュ焼畑に,最 初に播種 され るのは,通 常 トウ

モロコシである。 ひ とりが ドゥル語でtongと 呼 ばれて いる除草具か あるいは 伽g-

kiiと 呼 ばれる掘棒で種穴を掘 ってゆ き,他 のひ とりが容器 に入れ た トウモ ロコシの

種子を2,3粒 ず つ種穴 に播 き,上 か ら土 をかぶせ てお く。次 に播種 され るのは ラ ッ

カセィ であ る。 トウモ ロコシの 播種 後,数 日たって トウモロコシ の芽 が 出 は じめた

ら,や は り同様 の方法で,ト ウモロコシを 植 えたの とは 別 の種 穴 にラ ッカセイを 播

く。 ラッカセイは必ず2粒 ずつ播 くとの ことである。

 さ らに,ラ ッカセイも発芽す ると,や は り同 じ方法で,ひ とりが トウモロコシ,ラ

ッカセイ とは異なる位置 に種穴を掘 り,他 のひ とりが4,5粒 の モロコシとササゲ,

ウ リ類,オ クラの種子を それぞれ1粒 ずつ,同 じ種 穴に播 き,上 か ら土をかぶせて播

種 が完了 する。

 以 上の播種 方法 でわかるように,ド ゥル農民のブ ッシ ュ焼 畑では穴播方法が行われ

てお り,播 種 作業 にあたって は,種 穴掘 りの作業(dibbling)と 播 種(seecling)と が

は っきりしているので ある。通常,前 者 が男子の仕事 であ り,後 者 は女子ない し子供

の仕事 であ ると言 われて お り,播 種作業 にお ける性 的分業 も行 われて いるようであ る

が,そ れに付随 したタブーは存在 しないよ うであ った。

 と ころで,ブ ッシュ焼畑では,こ のよ うに トウモロコシ,次 いで ラッカセイ,さ ら

にモ ロコシなどの混植 作物群 と,前 後3回 にわけて播種 が行われ るのであるが,ド ゥ

ル農民はその播種 作業全体 をほぼ8日 間か ら10日 間 ぐらいで終 了する とい う。 しか し

トウモロ コシの発芽を確認 し,さ らに ラッカセイが発芽 したのち,モ ロコシを播種す

るのであるか ら,も っと日数がかか る場合 が多いのではないか と考 え られ る。 この点

については明確 なデ ータを得 ることがで きなか ったが,た だ広 い焼畑 を経営 してい る

場合,播 種は村び との労働 力援 助によって行われ ることが多いので,3回 にわた る播

種の うちの1回 は,1日 な い し2日 で終 って しま うとい うことで あ った。 このよ うに

村び との労働力援助による共 同労働の場合は,種 穴を掘 る作業 が数列にな らんで行わ

れ,そ のあ とか らやは り列をな して播種作業が行われ るのだ とい う。 この場合で も,

前 者の作業は,通 常男子 の仕事 で,後 者 は女子の仕事であ るとの ことであ った。

 な お,植 付間隔や発芽株 数な ど,作 付密度 に関す るデ ータは,す でに第一論文 に報

告 したので ここでは省 略す る。

 また,こ の時期には,ブ ッシュ焼畑の縁辺の小 さなプ ロッ トで,イ ネあるいは トウ

ジンビェの播種 が行われる。 この 両作物 とも,そ れぞれの プPッ トに単作 され るの

で,そ れ らの作付面積はそれほ ど大 きい ものではな く,そ の播種 作業 も,た いて いは
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ひと りで行 うとい うことであ った。播種 の方法はいずれ も穴播方 法で,イ ネの場合は

2,3粒,ト ウジンビエの場合 は,5,6粒 を 種穴 に播 くとい う。 こうしてDug-dug

の 月 は,ド ゥル農民 に とって播種 の月 であ り,一 年の は じま りの月 となって いるので

あ る。

 播 種がすんだあ との2カ 月 ぐらいの 間 は,主 な 農作業は,焼 畑 に おける除草 であ

る。除草がは じめ られ るのは,モ ロコシが発芽 し,20cm位 の高 さに成長 した頃か ら

であ る。 除草作業は,tongと 呼 ばれ る除草 具やkabokと 呼 ばれ る手鍬を使用 して行

われ るが,男 子 も女子 も,同 じようにこの労働にたず さわる とい う。村 びとの語 ると

ころによれば,除 草 の仕事 は とにか く大変で,し か もこの時期には,毎 日の ように降

雨 をみ るよ うになるので.集 落 と焼畑 の間の通行 もしば しば困難 になるので,ほ とん

どの村び とは焼 畑の出作 り小屋 に泊 ま りこんで作業を行 うとの ことであった。多 くの

村び とは,1カ 月 も家 に もどらない ことがあ ると語 ってい る。 こうした農作業 の状態

か ら考えて,ド ゥル農民 に とって,焼 畑 の出作 り小屋がいかに大 きな意味を もってい

るかが推察 され,そ うした生活 の表現がWaabab(出 作 り小屋)の 月 という概念 とな

ってい ることが考え られ るのである。

 βαηgoωα の月には,ト ウモ ロコシが, Nag-bunniの 月 には ラッカセイが 収穫 され

る。

 トウモ ロコシの収穫法 は簡単で,実 った穂を手で もぎとって収 穫するだけで ある。

しか し,穂 の収穫がす んだあ と,ト ウモロコシの茎はそのまま畑 に残 されず,ド ゥル

農民が 日常身につけて いるpakと 呼 ばれ るナ イフで,根 元か ら10 cmか ら20cm位 の

ところで 刈 りとって しま うのだ とい う。 そ して残 された トウモロ コシ の 根元 の 部分

は,の ちに 行われ る2回 目の 除草作業 のときに,雑 草 とい っしょに 除 かれ るのであ

る。

 収 穫 され た トウモロコシの穂 は,出 作 り小屋の付近に作 られた トウモロコシ用の貯

蔵庫 に貯蔵 され る。 この トウモロコシ用の貯蔵庫はモ ロコシのそれ とは異 っていて,

nbagaと 呼 ばれて いる。 これ は,ツ ル草の一種を編んだ大 きなカゴに,内 部か ら土を

塗 りつ けて作 られ,通 常は,地 上1m位 の高 さの簡単な ヤグ ラの上 に置かれてい る。

上 か らは ドゥル農民 が屋根 や屋敷地 のまわ りにめ ぐらす草壁に用いるイネ科の草で作

った,円 錐 形の屋 根をかぶせている。

 翌 年 用の種子 として保存 され る トウモロコシの穂は,こ の貯蔵庫 にではな く,出 作

り小屋 か集落 の住居 のイ ロ リの上 に吊るされて,保 存 されている。

 ま た ラッカセイの収 穫は,通 常Nag-bunniの 月 に行 われ るが,こ の時 は, kabokと
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呼 ばれ る手鍬を用いて,土 ごと掘 り出 し,水 洗 い したの ち,集 落の屋 敷地 の中庭で乾

燥 させ,こ れはモロ コシ用 の穀物倉 に貯蔵 され る。

 トウモ ロコシ,ラ ッカセイの収穫が終 ると,ド ゥル農民は再びブ ッシュ焼畑 の除草

にとりかか る。 この2回 目の除草は,Naaの 月 を中心に して行 われる。 ドゥル農民 に

とっては,こ の2回 目の除草 こそ,主 食作物で あるモ0コ シの収穫を約束するために

は,欠 かすこ との出来 ない重要な労働 とな ってい るのであ る。

 モ ロコシ,サ サゲ,オ クラ,ウ リ類 な どの 収穫は,Ho距 ω卯 の月 に入 って 開始 さ

れ る。

 モ ロコシの収穫方 法は,ま ずモ ロ コシの茎を根元で折 ってたお して しま うこ とか ら

は じめ られ る。折 りたおす ときは,数 本ずつを手で たばねて一度 に折 ってゆ くが,そ

の方向は,ほ ぼ 一定 にしてお く。折 りたお されたモロコシの穂 の 先を 手前 に して持

ち,ρ 砒 と呼 ばれ るナイ フで穂 の根元を切 りとるのであ る。 この穂を切 りとる作業を

ドゥル語 ではbotaaと い い,こ れ は通常男子の仕事 とされてい る。切 りとられ たモ白

コシの穂 はカゴや ヒ ョウタ ンなどの器 に集 めて,ド ゥル語でkuiak-tutと 呼 ばれ る脱

穀 場へ運 ばれ る。 この モ ロコシ の 穂 を 集 めて,脱 穀場へ 運ぶ 作業 を,ド ゥル農民は

rondaと 呼 んでお り,こ れ は通常は女子の仕事であ るとい う。

 このよ うにモ ロコシの収穫作業 に も男女の性的分業の概念が認め られるが,そ れ は

タブーを伴 うものではな く,現 実 には,穂 の切 りと りには女子 も参加 していたのであ

つた。

 しか しrondaと 呼 ぶ,収 穫 された モロコシの運搬は,男 子が行 うこ とはな く,む し

ろ子供 がその作業 に参加 してい る場合が多 くみ られ たのであ った。

 モ ロコシの脱穀 場 であるkwak-tutは,同 時 に モロコシの 乾燥場 で もある。 この

んωα規 厩 は,ブ ッシ ュ焼畑 に近接 した小プ ロ ットを開いて作 られ た もので,こ のプ

ロ ットか ら草木をすべて除 き,集 落の付近の小流 に沿 った土地か ら黒色 の泥土 をその

プbッ トに入れ,水 を加 えて,そ のプ ロ ッ トの地表 に薄 く塗 りた くって乾燥 させて作

るものであ る。そのプ ロッ トの広 さは,大 きい もので10m平 方 ぐらい,小 さい もので

5m平 方 ほ どのプロ ッ トで ある。

 このkwak-tutの 中央 に,モ ロコシの茎な どを利用 した低い台 を敷 き,そ の上 にモ

ロコシの穂を積み上げるのである。 その積み方 は,穂 の先 を外側に し,穂 の根元を 中

心方 向にむ けて,半 球状 に積 みあげてい くので ある。積みあが った形 は,ち ょうど半

球を伏せた ような形状 となる。通 常,さ らにその上 に小 さな半球になるよ うに,モ ロ

コシの穂を積み あげ る。ち ょうど大小 ふたつの半球を重ねたよ うになるが,上 部 の小
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さな半 球状に積 まれ たモロコシの周囲や頂点 には,ド ゥル族 のま じない(邪 術)が ほ

どこされる。 これを ドゥル農民 はgam-tutと 呼 んでい るが,モ ロコシのま じない とい

う意味であ る。.このga m-tutが ほ どこされてい る,上 部の小 さい方 の半球をなすモ ロ

コシの穂は ,,翌 年用の種子 として保存 され る もの とされてい る。

 この ようにkz�k-tutに 積 みあげ られ たモロコシの穂は,そ のまま約1ヵ 月間,放

置 ・乾燥 され る。 この間,こ の半球状 に積みあげ られ たモ0コ シ穂の山 には,鳥 など

の害 をふせ ぐため,上 か ら目の荒 いム シロや網 がかけ られ る。

 Ho防 πα'0の 月 に入 ると,モ ロコシの脱穀 がは じまる。 モ ロコシの脱 穀が行われ る

ときは,そ のモ ロコシの所有者が まず2段 に積みあげ られたモ ロコシの山の上部の方

を取 り,そ れに付けたgam-tut(ま じない)と 一 緒に脱 穀場の一 隅に置 くことか らは

じまる。 この作業は,必 ず焼 畑の経 営者本人がや らな ければな らない とされて お り,

調 査村 ンゲ セ ック ・ガイにおいては,村 長のモロ.コシ脱穀 に先 だって,や は り村長 自

身が翌年用のモ ロコシの山を除 く作業を行 ってい た。 ドゥル族 にお けるすべて の農 作

業の中で,こ の作業 にはきわ めて儀礼的色彩が濃厚 であるよ うに思 われ たが,そ れを

説明するだけの十分 なデ0タ を入手す ることは出来 なか った。・

 さて,こ のモ ロコシ脱 穀は,す べて共同労働によ って行われる。調査 村 ンゲ セ ック

・ガイの場合
,モ ロコシの脱穀 を行 う村 び とは,前 日の夜 に村の中央の広場 でそのこ

とを皆 にふれてお くのであ る。そ して その村 びとの家では女が中心 にな って,モ ロコ

シ酒 を用意す るのであ る。

 翌 日には,そ の村び との脱 穀場 に人が集 ま り,そ のモ ロコシ所有者 の家入か らモ ロ

コシ酒 のふるまいを受 けなが ら,そ の村び とのモ ロコシの脱穀 に参加す るのであ る。

 一 般に ドゥル農民の間で行 われてい る労働交換あ るいは共 同労 働 には,必 ず上記 の

ようなモ ロコシ酒がふるまわれ るので あり,ド ゥル族では,こ うした労働交換を'「酒

の仕事」 と呼んでい るが,こ の概 念はかな り広 く熱帯 アフ リカの農民社会に認め られ

る労働 の交換形態 と同一の ものであ る。

 脱 穀 の作業 その もの は,実 に 単純 な もので,モ ロコシの山(他 の 雑穀 で も同 じだ

が)を2mほ ど の棒で たた くだ けであ る。モ ロコシをたた く棒 は,特 別 に作 られた も

のではな く,適 当な太 さの木を選んで その場で作 られた ものである。モロコシの山を

た くさん の男が取 りまいて脱穀を は じめるのだが,よ く観察 してい るとやは り役割分

担がみ うけ られ,老 人組はモ ロコシの山をたたきやすい ように くず した り,飛 び散っ

た穂 を集 めた り,い わば整理的な仕事 に手 を出す ことが多 く,た た く役割を担 うのは

だ いたい若者 であった。 モロコシの所有者 は,こ れ らの作業 に加 わることは少な く,
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ブ ラブ ラしている場合がい くつか見 うけ られた。

 このモ ロコシ脱穀 が酒 の仕事 とい う労働交換 によって行われ るのは,極 めて意義深

い ものがあ ると思 われ る。 とい うのはそ うする ことによって,モ ロコシの脱穀 は必ず

0日 で終 らして しま うこ とが原則 とな ってい るか らで ある
。モ ロコシの脱穀 は,そ の

所有者 が ひと りで,あ るいは 家 族 だ けで 行 え るものではな く,ま たや った として も

何 日かか るかわか らない ほどで ある。 ドゥル農民は,モ0コ シの脱穀は0日 で終 らし

て しまうものだ と語 って いる。村長の焼畑な ど村の中の幾人か の焼畑は,調 査 村 ンゲ

セ ック ・ガイで も最大級 の ものであ ったが,当 然モロ コシの収穫量 も村 内で最 大であ

った。このモロコシ脱穀 もやは り一 日で終 って しまうことが必要で あって,こ れ らの

脱穀 の時 は,村 中の人び とがその畑 に集 ま り,早 朝か ら脱穀 をは じめ,夜 に入 って も

まだ終 らず,つ いに明け方 まで続 け られ たので あった。

 モ ロコシ酒を飲みなが らの,こ うした労働の時 は,脱 穀作業 をすすめるために,太

鼓が もちだされて,脱 穀 に従事 す る男たちを鼓舞す ることが しば しばであった。 こう

した時には,イ ネ科 の草で 顔をか くし,腰 に木 の葉をま とった村 のカ ミgukが 現 わ

れ,共 に脱穀 を行 うので あった。鴨

 こ うして,モ ロコシの脱穀 は,村 の収穫祭 のよ うな形を とりなが ら,ひ と月以上 に

もわた って続 け られていたのであ るg

 脱 穀の終 ったあ との脱穀場 の整理は,主 にその所有者の妻た ちの仕事で,穂 か ら離

脱 されたモ ロコシを集 め,風 せんを行い,砂 や混 りものを とったあ と,集 落 の屋敷地

内や出作 り小屋のそばに作 られたモ ロコシ用の穀 物倉 に貯蔵 され るのである。 そう し

た整理の際,穂 か ら離れ に くいモロコシは,穂 のまま集 め られ,改 めて少 しずつ脱穀

し,す ぐ食事用に利用 するの であ った。

 ブ ッシュ焼畑の一部分に単 作され るイネ,ト ウジンビエ,サ ツマイモ,ボ ア ンズー

マメなどの作物 については,そ の作付面積 も小 さい ことか ら,そ れ らの農作業 は ドゥ

ル農耕文 化の中で大 きな位置を 占める ものではない。ただそれ らの季節的サ イクルを

確 認 して お くと,サ ツマイモ,ボ アンズーマメは,B醗90ω αの月 に植付 され る。 そ

してボァ ンズーマメは,Naaの 月 には収穫 され るとい う。またDug-dugの 月 に播種

されたイネは,Ziedonの 月 に収穫 される。イネの収穫法は, pakと 呼 ばれ るナ イフに

よる穂刈 り・で,ド ゥル農民はイネをモ ミのまま保存す る。

 サ ツマイモ,ト ウジンビエは,Ho距 ηα'0の 月 に収穫 される。 と くに トウジ ンビエ

は,モ ロ コシなどと同 じ時期に収穫され,や は り脱穀場で乾燥 されたのち,脱 穀 され

る。 しか しこの脱穀 は,そ の所有者 がひ とりで行 ってお り,収 穫量 か らみて も,そ れ
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で十分なのであ った。それ らの穀物に比べ る とサ ツマイモの収穫 は,比 較的長い期間

にわた って行われてい るよ うで,こ のサツマイモが乾期のあいだにおける農民の主食

としてかな り重要な意味を もっているので あった。報告者の観察で は,乾 期 における

ドゥル農民 の焼畑 における昼 食は,ほ とん どサ ツマイモであ った。農民 は,昼 食時に

なる と,焼 畑 の一角か らサツマイモを掘 り出 して,そ れを煮 た り,焼 いた りして昼食

として いるのであ った。

 ま たブ ッシュ焼畑において モロコシと一緒 に混植 されたウ リ類,サ サゲ,オ クラの

収穫 も,モ ロコシ と同 じH・ 陥 ηα'0の 月に行 われる。ウ リ類 は,モ ロコシの穂が刈 り

とられ たあ と,果 実 を焼畑 の一角 に積みあげ,そ のまま腐 るまで放置 され る。果皮 が

たやす く破れ る頃には,中 の種子をつかみだ し,そ れを洗 って2,3日 乾 燥 させ,あ

とは種子 と して保存 され る。 また ササゲ はその種子 が 収穫,保 存 され るだけであっ

て,特 別な加工は加 えない。 しか しオ クラの場合 は,そ の集 められた果菜 は,ナ イフ

な どによ って輪切 りされ,器 に入れて乾燥 される。オ クラの乾燥 された ものは,副 食

の材料 として保存 され るのであ る。

 こ うして,Zum-・r�aの 月 には,モ ロコシの脱 穀を中心 として,ブ ッシュ焼畑のす

べての農作業が終 り,そ の一年が終 るのである。

5.ヤ ム焼畑におけ る農作業暦

 ヤム焼畑は,す でに述べたように集落に比較的近い土地に造成される。このヤム焼

畑 の造成される土地 をおおっている植生は,通 常,ド ゥル農民がiO'0と 呼んでいる

イネ科の草地である。ヤム焼畑における農作業は,こ の草地の開墾か らは じまる。

 乾期のはじまりであるZiedonの 月に入ると,ド ゥル農民は集落の近 くや道路に沿

った草地に適当なプロットを定め,そ の草を刈り取る。この草の刈り取りは,掘 棒な

いし除草具を用いて,草 の株を根か ら掘りおこす方法によって行う。根から掘りおこ

された草はそのままヤム焼畑の造成予定地に放置,乾 燥される。この時に,ほ ぼヤム

焼畑の形状が定まるが,の ちに述べるように,ド ゥル農民はヤム焼畑に何条かのウネ

をつくるので,ヤ ム焼畑はほぼ方形の形を示す。

 草が刈り取 られてから約1カ 月から1カ 月半ののち,火 入れを行ってそれ らの枯草

をきれいに焼いて しまう。そしてヤム焼畑にウネの造成がはじまるのである。ウネの

造成にあたって,普 通 に行われている方法は,掘 棒あるいは ドゥル農民がfanと 呼

んでいる三ツ又になった踏鋤で[端1973],荒 く列状に土を起こし,そ れを両側に

盛 り土 していく方法である。近年は政府から鉄製のスコップが村に支給されており,
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これ も使用 されていた。次には最 初に掘 られ た ミゾを さらに掘 りさげ,そ の土を両側

の ウネに盛 り上 げる作業が続け られる。ウネを つ くる前 に焼かれた草灰 は,そ のまま

ウネの中心部 に埋め こまれてい くわけである。 これを何度か繰 り返 し,だ いたい ウネ

の高 さが40cmか ら60 cm,幅 が100 cm位 に 達 す るよう盛 り土 を して い くわ けであ

る。

 このウネの長 さは,通 常20mか ら30m位 で あるが,な かには60m以 上 の長 さのウ

ネを造成 してい る畑 もみ られた。このヤム焼畑 にお けるウネづ くりに要す る労働力は

かなりの ものと想像 され るが,こ のウネづ くりが行 われ るH・m一 ωααの月か らH備 一ηα'0

の 月にかけて は,す で に述べたよ うに,ド ゥル農民 はモロコシの収穫,そ して脱穀,

ま た必要 な場合 は新畑の伐採 とかな りな労働力 を必要 とす る農繁期であ り,報 告者 が

観 察 して いただけで も,ヤ ム焼畑の ウネづ くりに労働力を さ くことは,か な り無理 な

よ うであ った。そのため,こ のヤム焼畑のウネづ くりに も,モ ロコシ酒 をふるま う共

同労働 が行 われていた。ち ょうど新 しいモ ロコシが実 ったあとなので,モ ロコシの収

穫や脱穀 のあい間を縫 って,と きどきヤム焼畑 での労働交換がみ られたのであ った。

 しか し,こ のヤム焼畑の ウネづ くりは,村 内で も各 自まちまちで,あ る畑で はすで

にウネが造 成 され,あ とはいつで も植え付け られ るよ うになってい るか と思 えば,他

の 畑 はまだ全然 ウネ がつ くられて いなか ったとい うような 景観 がみ られたのであ っ

た。 しか し遅 い畑で も,だ いたいZum一 ωααの月には,ウ ネづ くりを終 えるのが普通

とされて い る。 なおウネの形状 については,第 一 論文 に詳 しい ので ここでは 省略 す

る。

 このヤム焼 畑におけるウネの造成の時期は,当 然 ヤムの植 え付 け時期 に影響 をおよ

ぼしてい るわけである。

 ヤ ム焼畑で ウネが準備 され ると,あ とはいつで も植 え付 け られ るのであ るが,調 査

村 ンゲセ ック ・ガイでの観察例では,ヤ ムの植え付けは12月 頃か ら3月 にいた るまで

見 られ,そ の植え付 け時期 の集 中はみ られなか ったのである。 しか しこの理由は,前

に もふれ たように,ウ ネの造成がすみやかに進行 しないためで あると考え られ る。 ド

ゥル農民 は.ヤ ムの植 え付 けはZ駕 ル ω伽 の月に行 うものだと考えてい るようであ っ

た。

 さて,ド ゥル族のヤム焼畑で は,図5に 示 したよ うに,5種 類 のヤム とマカボ(図

5の ○ 印)を 栽培 して いる[端,1971]。 これ らの植 えつ け方法 について は,第 一論

文 にその詳細を報告 して いるので,こ こでは省略 してお く。

 このように ドゥル族 におけるヤム栽培は,い ずれにせよ乾 期の間 に植えつけて し.ま
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うもので,そ の地中

保存 の期間が長いの,

で ある。このことは

この ドゥル族の居住

地域 にお ける雨 期の

長 さが約6カ 月間で

あることと関連 して

いると考え られ る。

その意味では,こ の

ドゥル族 におけるヤ

ムの植えつ けは,い

わゆるearly plant・

ingと 呼 ばれてい る

形態 にはい るもの と

考 え られる[COUR・-

SEY,1967]o

図5 ヤム焼畑の作付模式図

 ヤム焼畑では,植 え付けがすんで しばらくし,ヤ ムが芽を出す頃には,支 柱をヤム

とヤムの中間にたてる作業が行われる。したがって,ド ゥル農民は,ヤ ム焼畑のウネ

が完成した頃から,少 しつつブッシュ焼畑へ行った帰 りなどに,支 柱になりそうな木

の枝を集めて くるのである。 これはたいてい乾期 の終 りには完了 している作業 であ

る。

 完全に雨期に入 った レα〃励 の月には,ヤ ムウネを中心に,除 草作業が行われる。

この時は素手かt・ngと 呼ばれる除草具で行うが,ド ゥル農民は,ヤ ム焼畑の除草は

簡単でよいと話 しているが,報 告者が実際に観察したところでも,ヤ ム焼畑ではブッ

シ ュ焼畑に比べて,は るかに雑草は目立たなかった。

 ヤムの1回 目の収穫はNag-bunniの 月に行われる。この時は主に掘棒によって掘り

おこされるが,通 常,ひ と株か ら3な いし4個 のイモが収穫される。この時期に収穫一

されたイモは,食 用にされることは少な く,す ぐにMb6の 町へ搬出され,そ の市場

の周辺で売 られるのである。 ドゥル農民にとって,ヤ ム栽培は」最大の現金収入源な

のである。

 この1回 目の収穫のときは,イ モ の最上部より数センチ下の位置で,ヤ ム茎とイモ

とを分離せずに切断し,ヤ ム茎 につながったまま残されたヤムイモの小片を,再 び
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同じヤム穴に埋めこむのである。これで2度 のヤムの収穫が期待されるわけである。

 ただまれにはこの段階でヤム栽培を終え,す ぐウネを くず して平坦地にし,マ ニオ

クを植えつける場合 もあるといわれている。

 さて2回 目のヤムイモの収穫は,Hom-zuaaの 月に行われる。 その収穫方法は1回

目と同様であるが,こ の2回 目に収穫されたヤムイモの一部は,新 しいヤム焼畑に植

えつけるヤムの種イモになるわけであるか ら,こ こにおいて新しいヤム焼畑の植え つ

け時期と一致ないし近接していることが望ましいわけである。しかしその点では,す

でに述べたように,新 しいヤム焼畑のウネの造成がはかどらないことも多 く,結 局,

2回 目の収穫にあたっては,次 のヤム焼畑のための種イモをそめまま残してお くこと

が多いことが観察された。

 そして,新 しいヤム焼畑に作付するための種イモも収穫されて しまうと,ヤ ム焼畑

は2年 目の輪作にはいるわけである。そこでは再びヤムを作付 しないで,ヤ ムウネは

くずされ,平 坦な畑地に造 り変えられる。そして2年 目作物の作付にはい る の で あ

る。

 2年 目作物としては,マ ニオクが栽培されるのが普通で,そ の場合には,そ の作付

は乾期の間に行われる。マニオクの作付は挿し木方法で行われる。すなわち,約30cm

前後の長さに切断されたマニオク茎を,次 つぎに畑地へ挿 し込んで行 くのである。

 マニオク畑となったヤム焼畑は,も はや村びとにとって,大 きな農作業の場ではな

いようである。この畑にあらわれるのは女だけであり,調 理用にマニオクの葉をつん

だり,必 要なだけのマニオクを掘り出していくのである。こうしてヤム焼畑は,2年

輪作ののち,放 棄されるのである。

6.お わ り に

 以上述べてきた ドゥル農民の年間農作業暦をまとめたのが,表3で あ る。 本 来 な

ら,本 稿においては,タ バコ畑における農作業についても述べるべきであったが,こ

の部分については別の論文において報告 しているので[端,1972],重 複をさけるた

め割愛 している。 しか し,ド ゥル農耕文化の全体を概括するために,表3に は,そ の

農作業の骨子を入れておいた。

 ところで本稿の主題は,ド ゥル農民の年間農作業暦を報告することによって,ド ゥ

ル農耕文化の時系列の側面を明らかにすることであった。この ドゥル農耕文化の時間

的構成は,す でに報告を試みた第一論文における,ド ゥル農耕文化の空間的構成 と相

互補完の関係にある問題である。 したがって,報 告者は,本 稿におけるドゥル農耕文
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表3 ドゥル族における農作業暦
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端  ドゥル族の季節観と農作業暦

化の時系列の側面の記述によって,第 一論文とあわせて ドゥル農耕文化複合の一応の

輪郭を示すことが出来ると考えている。

 そして,本 稿においては,ド ゥル族に固有の一年間を12カ 月とする概念をよりどこ

ろに,そ の季節観 ともあるいは暦ともいうべき時間的概念 と農作業暦との対応を試み

た。これは,い わば民族誌の記述のひとつの例として,そ の農業暦というものを,そ

の民族に固有の時問の文脈で考察 しようと試みたわけである。

 ドゥル族における12カ月の概念は,そ の社会的機能として,単 なる農家暦とみるこ

とは出来ないことは言うまでもない。それはやはり,ド ゥル農民の一年間という生活

のサイクルの枠組みとして考えておくべきものであろう。

 しかし,本 稿の記述で明らかなように,そ の ドゥル農民に固有の12カ月の概念とい

う生活のサイクルの枠組みが,基 本的にブッシュ焼畑における農作業暦と深 く関わっ

ていることは,報 告者にとって重要な示唆である。

 というのは,報 告者が第一論文で試みた ドゥル農耕文化の空間的構成 のレベルで

は,ド ゥル文化の中でのブッシュ焼畑とヤム焼畑との位置づけが,き わめて並列的に

認識されていたといえる。もちろん ドゥル農民が主食としているのはモロコシを中心

とする雑穀であったか ら,ブ ッシュ焼畑という場が,よ り ドゥル文化の核心に近い構

図であるという考えを抱かさせてはいたけれども,そ れは明確な論拠をもって語れる

ものではなかった。

 しか し,本 稿の記述において明らかなことは,ド ゥル文化は,基 本的にその生活の

年間サイクルをブッシュ焼畑の経営に結びつけているということである。 ドゥル文化

は,焼 畑農耕民の文化である。この ドゥル文化の核心は,ブ ッシュ焼畑における農民

の行動体系であるといえる。それは何よりもドゥル族の一年のはじまりが,Dug-dug

の月であり,そ れはブッシュ焼畑におけるほとんどの作物の播種の月で もあることに

よって明らかであるといえよう。

 すでに考察を試みたように,ブ ッシュ焼畑における作付体系は,明 らかに西アフリ

カにおけるスーダン農耕文化複合をなすものと考えられる。とすれば,こ こにおいて

ドゥル文化は,基 本的には,ス ーダン型の文化の中に位置 していると考えてもよいこ

とになる。 ドゥル農民の文化は,ス ーダン農耕文化のひとつなのである。

 ドゥル族の一年を構成する12カ月の概念は,ド ゥル農民の季節観であり,自 然観で

あり,ま た一年 という生活のサイクルの枠組みでもあるとすれば,そ れは ドゥル族に

おける一年という単位での基本的な時間概念をなしているものと考えられる。 この時

間概念がブッシュ焼畑における農民の行動の年間構成と深 く関わりあっているのであ
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れば,そ こに ドゥル文化の基本的特徴が示されていると考えてさしつかえないと思わ

れる。

 とすれば,ド ゥル文化にとって,ヤ ム焼畑に象徴される根栽農耕は,い ったいどん

な意味をもっているのであろうか。それはアフリカ文化史の深いヒダに隠されている

にちがいない。

文 献

BILLAﾘ, P.,1963, La Cameroun F馘駻al, Tome 1. Essai de G駮graphie Physique, INADES .

CouxsEY, D.G.,1967, Yams, Longmans.

GREENBERG, J正 【O l 963, The Language of Africa, Ind iana Universiy.

端 信 行,1971,「 ドゥル族 の焼 畑 作物 と その 作 付様 式 」r天 理 大 学 お や さと研 究所 研 究 報 告 』 第

    1号 天 理大 学 お や さと研 究 所 。

    ,1972,「 北 カ メル ー ン ドゥル 族 の タバ コ畑一 ア フ リカ焼畑 農 民 の 土地 を め ぐ る慣 習

    の一 例一 」r天 理 大 学 学 報 』 第84輯=天 理 大学 学 術 研 究 会 。

    ,1973,「 ドゥル族 の農 具,Tongそ の ほか  ア フ リカ農 業 文 化 の一 面 一 」r季 刊 人類

    学 』4巻3号 京 都 大 学 人類 学 研 究 会 。

LAMBEZAT, B.,1962,五85 P吻 傭o榔 舛 θππθf du Nord-Cameroun et de L'Adamaoua, ORSTOM.

LETOUZEY, R.,1963, Flore du Comeroun, Mus馥 National D'Histoire Naturelle, Paris.

564


